




























A Study to Bring out the Spontaneous Expression of Children from Sound Play 
Activity：Based on Activities with Musical instruments and Goods
Asako SHIRAISHI, Misa OGURI, Yumiko UCHIDA, Etsuko KONDO, 





















































































































































































































































































①  コンサーティーナ 数回鳴らすと「これかな…ぜんぜんだめ」とつぶやく。
②　はりせん 足ももの部分に打ち付け、「これもちがう」とつぶやく。
③　栗の入った缶 強く上下に振って鳴らす。
④　バネの付いた缶 ゆっくりバネを引っ張り、何度も鳴らす。
男児B
女児A
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子どもの音遊びから表現を導く試み
発表で、すぐに男児Ａ、男児Ｂがそれらを手にしたため、女児Ｃがウクレレやギターを手に
することができなかった。
【考察】女児Ｃは、ウクレレで鳴らした弦の音に対して強く思い入れがあり、感覚的に弦楽器
の音でなら「ツルン」の音が出せると捉えていたことが事例６から見受けられる。女児Ｃは、
この時すでに「ツルン」の音表現を明確に決めていたのであろう。一方で男児Ａ、男児Ｂにお
いても、ウクレレやギターを鳴らし続け、いったん机に置いた後も手にしたことから、研究実
践者のひとりが鳴らしていた音に強く共鳴し、すぐに表現する音を決めていたと推測できる。
　分析から、女児Ｃは研究実践者の誘導する音と自ら探す音を比べながら「ツルン」の音を真
剣に考え、自分の音表現をしたかったと推測できる。このことから、進行役は目の前にいた子
どもの音表現は観察できたが経過的観察と子どもの思いをくみ取った対応ができなかったとい
えよう。一人一人の子どもの音表現を読み取るために、研究実践者がひとりの子どもへ経過的
に援助をし、進行役と共有する工夫ができていたならば、進行役の子どもへの言葉掛けは気持
ちに寄り添うものとなったはずであろう。それにより女児Ｃは、使いたい楽器が鳴らせない思
いを話すことができていたかもしれない。そして、進行役は研究実践者全員と相談しながら指
導法を変更し、音の発表方法について臨機応変に対応する試みもできたであろう。
　保育の場面においても、細かな子どもの観察とその内容把握が、子どもに寄り添う指導法を
考えるうえで大変重要である。音の表現を引き出す際には、子どもの気持ちを音表現へ生かす
ためにどのような援助が適当かを熟考する必要がある。また、今回の子どもの思いは、保護者
へのアンケートとビデオ分析により把握することができた。これは、実践がその場で終わらず、
子どもの気持ちを保護者と連携して捉える子育て支援の視点や、生活や遊びの記録分析の大切
さにもつながるといえよう。
６．まとめ
　本論を通して、楽器やモノを用いた子どもの音表現の実践について考察した。前論文（第１
回実践）では、子どもの表現には子どもが培った経験や体験が大きく関わることを述べたが、
本実践では、楽器やモノを試行錯誤して扱い、偶然に作り出された音の面白さを感じる子ども
の姿が観察できた。例えば男児Ｂは、事例と考察Ⅱで述べたように、ギターを叩いたりこすっ
たりと様々な方法で音を鳴らし、水遊びの音表現では、モノ（ガチャガチャのカプセル）を自
分の胸の位置から落としたり、様々な方向から転がしたりして、色々な音を生み出していた。
　オノマトペ表現には子どもの迷いが少なく、子どもそれぞれの感性より、経験や語彙力に影
響されていると考える一方で、楽器やモノによる音については、事例と考察Ⅰで述べたように
音の聴取には影響があるが、音の表現活動では、経験にとらわれない自由な感性や発想によっ
て様々な音を生み出すことができるのかもしれない。その点で、今回の導入である《とんでっ
たバナナ》はオノマトペを導く音遊びとなってしまい、言葉では表せない感情を音で引き出す
目的が、結果的にオノマトペを音にするという導きになってしまったとも捉えられる。
　また、事例と考察Ⅱで述べたように、楽器やモノによって生み出された音が、偶然でなく子
どもの表現として必然になるためには、子どもがそれらと主体的に関わる時間の確保も必要で
あり、指導者の大きな役割が求められる。保育現場でも、楽器と関わる際に子どもが主体的に
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音を楽しむ時間を大切にし、保育者が子どもの思いに寄り添いながら一緒になって音を探すこ
とが大切であるといえるだろう。
　指導者の果たす役割が大変重要であることは言うまでもなく、特に事例と考察Ⅲで述べたよ
うに、子どもの思いをいかに把握するかが実践の大きな鍵となる。子どもの思いに寄り添うた
めには、経過的な観察とその場に応じた援助を熟考する必要があるといえるだろう。さらに子
どもの意欲や好奇心が活動に大きな影響を与え、それらを高められるのは指導者、つまり保育
者である。特に楽器やモノを扱う表現活動では、子どもと指導者（保育者）の間に対象物（楽
器やモノ）が入ることで、子どもが体ではなく対象物に向かっているときの様子を深く観察し、
子どもの探索を見守るべきか、子どもの活動に介入すべきかを判断する力が求められるといえ
るだろう。
　表現活動の主役は、音や選択された楽器とモノではなく、あくまで子どもであることを忘れ
てはいけない。子どもがどのような表情で、どのようにつぶやきながら、どのように体を動か
して表現しているのかを観察することが、子どもの気持ちを理解して表現を導く重要な鍵にな
る。このことは、音遊びから表現を導く際に、音楽表現を追い求めるのではなく、子どもの表
現を導くという本来の視点からそれないことを常に意識することを意味しているといえるだろ
う。
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脚注
１）「知識及び技能の基礎」「思考力，判断力，表現力等の基礎」「学びに向かう力，人間性等」
２） 音の音声の強弱や周波数、いわゆるシラブルで伝達される欧米の言語と異なり、日本語は、あ〜んの50音
で判断され、この「あいうえお」に似た音が自然界の中に沢山存在する（角田：2016）。子どものうちに母
音と子音によるオノマトペを豊かに表現することは、その後の創造性の発展につながり、子どもの成長に、
とても重要であると考えた。
３）作成した譜面などについては、第１回実践内容（白石、小栗ほか：2018）を参照。
４）カラーパネルなど詳細については、第１回実践内容（白石、小栗ほか：2018）を参照。
５）実践後の保護者によるアンケートで確認した。
６）第１回の実践内容（白石、小栗ほか：2018）による。
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